
JP 2008-539860 A 2008.11.20

10

(57)【要約】
本発明は、例えば、書類またはラップトップコンピュー
タを支える、本質的に三角形の断面を有する管を、集ま
って形成する複数のパネルからなる、材料層から作製さ
れた折りたたみ可能な支持体に関する。さらに、本発明
は、上記支持体を作製する、平坦な型、または方法に関
する。本発明に係る上記支持体は、機械的な強度が向上
されている。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　表面上に置くための底板と、
　上記底板に対して傾斜をもって書類を支持するために配置され、上記底板に接合された
支持板と、
　上記書類の下側を支持するために配置された、上記支持板に隣接する支持部と、
　上記支持板および上記底板と接合された背面板と、
を備え、
　上記底板、上記支持板および上記背面板が、一緒になって本質的に三角形の断面を有す
る管を形成する、
　折りたたみ可能な材料層から作製された支持体であって、
　上記材料層から形成された少なくとも１つの補強板が、配置されて、上記底板、上記支
持板および上記背面板から選択された少なくとも２つの板に取り付けられ、
　上記補強板は、断面を有する上記管の長軸方向の軸に対するある角度に延びている
ことを特徴とする支持体。
【請求項２】
　上記補強板は、上記底板、上記支持板および上記背面板から選択された少なくとも１つ
の板から選択されたくぼみに取り付けるために配置されていることを特徴とする請求項１
に記載の支持体。
【請求項３】
　上記補強板は、上記底板、上記支持板および上記背面板から選択された少なくとも１つ
の板と相互に支持するために配置された側部を備えていることを特徴とする請求項１また
は２に記載の支持体。
【請求項４】
　上記補強板は、上記底板、上記支持板および上記背面板から選択された１つの板から少
なくとも部分的に形成され、かつ上記板とともにヒンジ接合を提供することを特徴とする
請求項１～３のいずれか１項に記載の支持体。
【請求項５】
　少なくとも１つの補強板は、上記底板から形成され、少なくとも上記支持板に取り付け
て配置されていることを特徴とする請求項４に記載の支持体。
【請求項６】
　少なくとも１つの補強板は、上記支持板から形成され、少なくとも上記背面板における
少なくとも１つのくぼみに取り付けて配置されていることを特徴とする請求項４または５
に記載の支持体。
【請求項７】
　上記支持板から形成されている上記補強板を、上記背面板に取り付けて配置することに
よって、上記支持板の中央部に、書類の背の部分を収容する寸法を有する第１のくぼみが
開口されることを特徴とする請求項６に記載の支持体。
【請求項８】
　上記背面板には、上記第１のくぼみと一直線に並ぶ第２のくぼみが備えられていること
を特徴とする請求項７に記載の支持体。
【請求項９】
　１つ以上の補強板を含んでいることを特徴とする請求項１～８のいずれか１項に記載の
支持体。
【請求項１０】
　複数の上記補強板は、断面を有する上記管の長軸の中央の表面について、本質的に対象
に離されていることを特徴とする請求項９に記載の支持体。
【請求項１１】
　上記支持部の一部が断面を有する上記管に入り込んでおり、
　上記底板から形成された少なくとも１つの上記補強板が、断面を有する上記管に入りこ
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んでいる上記支持部の上記一部に取り付けて配置されている
ことを特徴とする請求項１～１０のいずれか１項に記載の支持体。
【請求項１２】
　上記支持板および上記背面板から選択された少なくとも２つの板の間に、元に戻すこと
ができる少なくとも１つの留め具を備えていることを特徴とする請求項１～１１のいずれ
か１項に記載の支持体。
【請求項１３】
　上記留め具は、１つの上記板から形成され、他の上記板におけるくぼみとともに機能す
るために配置された、少なくとも１つの取り付け要素を備えていることを特徴とする請求
項１２に記載の支持体。
【請求項１４】
　上記支持部は、ペンの少なくとも一部を挿入する寸法を有する、少なくとも１つのペグ
穴を備えていることを特徴とする請求項１～１３のいずれか１項に記載の支持体。
【請求項１５】
　上記材料層が、比較的に硬い材料から必須に構成されるものであり、
　上記材料層には、局所的な軟化部によって折りたたみ線が形成されている
ことを特徴とする請求項１～１４に記載の支持体。
【請求項１６】
　上記材料層が、少なくとも上層と下層とを備える薄板であり、
　上記上層が比較的に硬い材料から形成されており、上記下層が比較的に柔軟性を有する
材料から形成され、
　局所的な上記軟化部が、上記上層の局所的な除去によって得られる
ことを特徴とする請求項１５に記載の支持体。
【請求項１７】
　上記薄板は、上層によって両側が囲まれた下層を含む３つの層からなり、
　局所的な上記軟化部は、上記下層の両側における上記上層の除去によって得られる
ことを特徴とする請求項１６に記載の支持体。
【請求項１８】
　請求項１～１７のいずれか１項に記載の支持体用の平坦な型。
【請求項１９】
　本質的に長方形の表面を有し、
　上記表面が、２つの折りたたみ線によって、本質的に等しい形を有する３つの板に分け
られており、
　上記折りたたみ線は、書類かばんを形成するように、上記板を互いに重ねて折りたたむ
ために配置されている
ことを特徴とする請求項１８に記載の平坦な型。
【請求項２０】
　請求項１８または１９に記載の平坦な型を製造する方法であって、
　それぞれが接続されている底板、支持板および背面板、ならびに支持部を、１つの材料
層から作製する工程と、
　少なくとも１つの補強板を上記材料層から形成する工程と、
を包含する方法。
【発明の詳細な説明】
【発明の詳細な説明】
【０００１】
　本発明は、ある面に支持されるための底板、上記底板に対して傾斜する角度に書類を保
持するために配置され、上記底板に接続された支持板、および上記支持板を上記底板に接
合している背面板から構成されている、折りたたみ可能な材料層を用いて作製された支持
体に関する。上記支持体には、上記書類の下部を支持する支持部が隣接して配置されてい
る。上記底板、上記支持板および上記背面板は、ともに、本質的に三角形の断面を有する
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管を形成している。さらに、本発明は、上述のような平坦な型を作製する方法に関する。
【０００２】
　冒頭に説明された型の支持体は、例えば、書見台について記載されている米国特許ＵＳ
３，４１０，５１６を通して知られている。類似の支持体は、本のような書類を運ぶため
に十分に丈夫な、厚紙のような薄いシート材料から作製されている。この（特許）文献に
は、隣接している板が、可動する折り目を補強するテープを用いて接合されている、書見
台について記載されている。支持部（図１における６）は、上記支持板（９）と底板（１
および１３）との間にある平坦な型の一部において、いくつかの折り目によって形成され
た溝であり、上記文書類は、形成された上記溝（図２）にはめ込まれる。さらに、帯状の
細片が、支持板（９）を開き、かつ舌２４を用いて背面板（１１）に接合されていてもよ
い。
【０００３】
　周知の上記支持体の不都合な点は、上記書見台は、運搬能力が比較的に低いことである
。他の不利な点は、上記書見台は、限られた厚さを有する書類にしか適していないことで
ある。さらに、上記支持台の作製は、相対的にたくさんの材料を必要とする。
【０００４】
　本発明の目的は、改良された支持体を提供することである。
【０００５】
　本発明は、冒頭に説明された型を受けて、支持体を提供する。また、上記支持体は、上
記底板、上記支持板および上記背面板から選択された少なくとも２つの板に取り付けて配
置される、上記材料層から形成された少なくとも１つの補強板を備えていることを特徴と
している。上記補強板は、上記断面を有する管の長軸方向の軸に対する角度に伸びている
。上記支持体は、周知の支持体よりも丈夫である。特に、上記補強板は、上記断面を有す
る管の長軸方向の軸に平行な横力に抗する上記支持体の機械的な強度を向上させる。同時
に、上記補強板は、上記断面を有する管の内部に向かう力に抗する機械的な強度を向上さ
せる。冒頭に記載された支持体は、特に、本または他の書類、あるいは例えば、ラップト
ップコンピュータのような平らな物体を支持するために好適である。
【０００６】
　上記材料層は、厚紙、可塑性物または薄い折りたたみ可能な金属シートなどの、あらゆ
る折りたたみ可能な材料であってもよい。上記材料層は、主に熱可塑性材料から形成され
ていることが好ましい。上記可塑性物は、容易に加工でき、さらに再利用可能である。好
適な熱可塑性物の例として、ポリエチレンおよびポリプロピレンが挙げられる。折りたた
みが可能な性質は、上記材料が本来有する性質であってもよいが、折りたたみ線、くぼみ
、または他の局所的な軟化のように、ヒンジとして機能する接合を付与することによって
導入されてもよい。上記材料層は、０．５～１０ｍｍの厚さを有していることが好ましく
、０．５～３．５ｍｍの厚さを有していることがさらに好ましい。上記厚さを有する材料
層は、折りたたみ可能な性質を容易に生じる。もし、上記材料層の平均密度が２ｋｇ／ｍ
２未満であれば、都合がよい。このような支持体は、快適に持ち運び可能になる。
【０００７】
　上記材料層は、さらなる材料層の部分を備えることができるが、単一のものからなるこ
とが好ましい。上記底板は、テーブルのような平坦な面上に支持するために配置されるこ
とが好ましい。上記支持板は、例えば、本のカバーのような、書類が有する１つの側面を
支持するために役立つ。上記底板に対する上記支持板の傾斜角度は、３０～８５度の間に
あることが好ましい。好ましい実施形態において、上記支持板と上記底板との間の傾斜角
は、５０～７０度の間にある。上記支持体上に上述のような角度に置かれた書類は、容易
に読むことができ、同時に上記書類は、上記支持体に十分に安定して支持される。他の好
ましい実施形態において、上記支持板と上記底板との間の傾斜角は、３０～５０度の間で
ある。上述のような角度を有する支持体は、ラップトップコンピュータ用の支持体として
、特に好適である。
【０００８】
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　書類の下側を支持するために配置された上記支持部は、上記支持板と８０～９０度の間
の角度において隣接していることが好ましい。上記支持板と上記支持部との間にある上述
のような角度において、本のような書類は、上記支持体上に特に安定して支持される。
【０００９】
　本質的に三角形の断面を有する上記管は、上記底板、上記支持板および上記背面板によ
って形成されて、特に安定な負荷に耐える構造を形成する。ここでは、上記支持部は、三
角形の断面を有する上記管の外側に隣接している。
【００１０】
　上記補強板は、例えば、上記材料層を切り抜く、または打ち抜くことによって形成され
てもよく、その後に、上記補強板は、所望の位置に折り曲げられてもよい。他の板に対す
る補強板の取り付けは、例えば、相互支持、舌または溝接続、あるいは折り曲げ接続によ
って行われてもよい。
【００１１】
　上記断面を有する管の長軸方向の軸は、上記底板、上記支持板および上記背面板によっ
て描かれる３つの表面に垂直である表面に対して垂直であるベクトルの方向として定義さ
れる。
【００１２】
　本発明に係る支持体は、物体、特に、書類、楽譜またはラップトップコンピュータのよ
うなほぼ平坦な物体を支持するために、特に好適である。
【００１３】
　好ましい実施形態において、上記補強板は、上記底板、上記支持板、および上記背面板
から選択された少なくとも１つの板が提供するくぼみに取り付けて配置されている。上述
のような取り付けは、上記支持体にとって機械的な強度を与える。上記くぼみは、上記板
に対して少なくとも１つのほぼ垂直な方向に上記補強板を取り付けるために配置されてい
ることが好ましい。上述のように取り付けることによって、上記支持体は、優れた丈夫さ
を有する。
【００１４】
　もし、強板が、上記底板、上記支持板および上記背面板から選択された少なくとも１つ
の板とともに相互指示のために配置された１つの側部が提供されていれば、有利である。
上述のような側部によって、上記支持体に、上記断面を有する管における内部に向かう力
に対する良好な機械的な負荷に耐える性質を与えることができる。上記板を支持するため
に配置された上記側部の傾斜は、上記板の傾斜に適合する。上記構成において、機械的な
負荷に耐える性質が、特に大きくなる。
【００１５】
　上記補強板が、上記底板、上記支持板および上記背面板から選択された１つの板の少な
くとも一部に形成されているときに、上記補強板は、上記板が有するヒンジの接合が提供
されていることが好ましい。これによって、上記材料層を効率的に利用し、かつ上記支持
体が軽量化される。上記補強板は、上記板から、例えば、打ち抜いて、切り抜いて、およ
び／または折りたたんで形成されてもよい。
【００１６】
　もし、少なくとも１つの補強板は、上記底板に形成されていれば、上記補強板は、少な
くとも上記支持板に取り付けられていることが好ましい。このような構成において、簡便
な方法によって、上記支持板による非常に高い負荷に耐える性質を得ることができる。ま
た、上記底板から形成されている上記補強板が、上記背面板における少なくとも１つのく
ぼみに取り付けられているときであっても、さらなる強度が得られる。
【００１７】
　上記支持板から形成されている上記補強板が、上記補強板が上記背面板に取り付けられ
ている構成において、上記支持板の中央における第１のくぼみからなる開口部として配置
されているとき、上記第１のくぼみは、書類の背の部分を許容する寸法を有することが好
ましい。上述のようなくぼみによって、上記支持体は、特に、本または書類ばさみなどの
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、背を有する書類を非常に安定して配置することができる。さらに、本に張力を加えずに
配置することができるので、本における消耗が減少する。同時に、張力によって本のペー
ジが不要に繰られてしまうことに逆らう。背を収容することが可能な寸法は、上記支持板
によって形成される表面において、少なくとも０．５～２ｃｍのくぼみの深さであり、か
つ少なくとも１．５～１０ｃｍのくぼみの幅である。上記くぼみは、少なくとも上記支持
部から垂直に延びていることが好ましい。中央部における上記第１のくぼみは、上記支持
板に対して８０～９０度の間の角度において上記支持板に隣接する支持部と組み合わせら
れていることが好ましい。上記組み合わせによって、上記支持体上における本を非常に安
定して配置することができる。
【００１８】
　上記背面板は、上記第１のくぼみと一直線に並んでいる第２のくぼみが備えられている
ことが好ましい。上述のような第２のくぼみによって、上記支持板を超えて、垂直に延び
ている背を有する書類の安定した支持が可能になる。
【００１９】
　上記支持体が１つ以上の補強板を特徴としている場合が好ましい。このようにして、上
記支持体には、向上された機械的な負荷に耐える能力が付与される。最適な強度が、上記
底板、上記支持板および上記背面板のそれぞれのいたが、少なくとも１つの他の板を接続
している補強板を特徴としているときに実現される。上記補強板は、上記断面を有する管
の長軸方向の軸を分割する中心表面に対して本質的に対象であることが好ましい。このよ
うにして、上記支持体による機械的な負荷の耐久の最適な分散が実現される。
【００２０】
　好ましい実施形態において、上記支持部の一部は、上記断面を有する管に入り込む。上
記底板から形成された少なくとも１つの強化板は、上記断面を有する管に入り込む上記支
持部の一部に取り付けて配置されている。このようにして、上記支持部の位置は、簡単な
方法によって固定される。さらに、上記構成は、上記支持体による負荷の耐久を向上させ
る。
【００２１】
　上記支持体が、上記底意板、上記支持板および上記背面板から選択された２つの板の間
にある、少なくとも１つの元に戻すことができる留め具を特徴としている場合が好ましい
。このようにして、上記支持板は、簡単に組むことができる。元に戻すことができる上記
留め具は、例えば、かぎと輪との留め具、引っ掛け留め具、および／または押圧留め具を
備えることができる。
【００２２】
　元に戻すことができる上記留め具は、他の板におけるくぼみと機能するように配置され
た１つの板から形成された、少なくとも１つの取り付け要素を備えている場合が好ましい
。このようにして、上述のような留め具は、材料を効率的に利用して簡単な方法によって
、実現されてもよい。上述のような留め具は、共同する取り付け要素およびくぼみを備え
ていることが好ましい。このようにして、信頼性のある元に戻すことができる留め具が得
られる。
【００２３】
　上記支持部は少なくともペンの一部を挿入するための寸法を有する、少なくとも１つの
ペグ穴を特徴としている。このようにして、上記支持体は、ペン立てとして付加的な機能
を有する。上記支持体は、ペン、鉛筆および他の事務用の付属品を挿入することができる
１つ以上のペグ穴を特徴とすることが好ましい。上記支持体は、ペグ穴が上記支持部の中
央から少なくともある距離だけ離れている、１つ以上のペグ穴を特徴としていることがよ
り好ましい。これによって、ペグ穴にペンを入れることによって、上記支持体上においた
本においてが、不要にページが繰られることを防止することができる。上記ペグ穴が、種
々の幅および厚さの本における不要なページ繰りが適切な位置にあるペグ穴におけるペン
の配置によって防止されるように、種々の間隔を空けて、かつ上記支持板から種々の距離
を空けて配置されていることが最も好ましい。
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【００２４】
　好ましい実施形態において、上記材料層は、比較的に硬い材料から主に成る。上記材料
層には、局所的な軟化によって折りたたみ線が形成されている。このようにして、支持体
は、良好な負荷の耐久および耐用年数が実現される。例えば、上記材料は、スコーリング
によって形成され、折りたたみ線を決める軟化部を有する厚紙であってもよい。
【００２５】
　上位材料層が、少なくとも上層および下層からなる薄板である場合が好ましい。上記上
層は、比較的に硬い材料から形成され、上記下層は、比較的に柔軟性のある材料から形成
されている。局所的な上記軟化部は、上記上層の除去によって得られる。このようにして
、上記上層の選択において多くの設計の機会が得られる。熱可塑性物のような、柔軟性が
あって折れにくい可塑性物が上記下層用に選択されることが好ましい。これによって、上
記折りたたみ線は、高い耐久性を有する。
【００２６】
　好適な熱可塑性物としては、ポリエチレンおよびポリプロピレンが挙げられる。上記上
層は、例えば、アルミニウムまたはステンレス鋼を基にした、硬い金属または合金からな
ることが好ましい。上述のような上層は、擦過に反発する性質が高い。また、可塑性物と
比べて硬い他の材料は、木、セラミックまたは繊維強化プラスティックのようなものが想
定される。
【００２７】
　上記薄板は、上層によって両側が囲まれた下層を備える３つの層からなることがさらに
好ましい。局所的な軟化部は、上記下層の両側を囲む上記上層を局部的に取り除くことに
よって得られる。上述のような薄板は、上記支持体に向上した耐久性および丈夫さを与え
る。また、２つの上記上層を備える両側に対して異なる材料を選択してもよいので、設計
の機会がさらに増える。
【００２８】
　また、本発明は、前述の主張に係る上記支持体ようの上記平坦な型を提供する。上述の
ような型は、本発明に従う支持体に、簡単に折りたたむことができる。
【００２９】
　さらに、平坦な型は、コンパクトに持ち運び可能であり、かつ重ねることができる。
【００３０】
　特に好ましい実施形態において、平坦な上記型は、本質的に長方形の表面を有している
。上記表面は、２つの折りたたみ線によって、ほぼ等しい３つの板に分割されている。上
記折りたたみ線は、書類かばんを形成することができるように、上記板のそれぞれが互い
に重なるように設計されている。このように形成された書類かばんは、書類を折ってしま
うことなく運ぶために使用されてもよい。さらに、平坦な上記型自体はコンパクトに持ち
運びができる。上記折りたたみ線の少なくとも１つは、上記支持体の２つの板の間にある
折りたたみ線と一致していることが好ましい。少なくとも１つの折りたたみ線が、本発明
に係る上記支持体の折りたたみには何ら機能を有していないが、上記書類かばんを形成す
るために供給することができる。上述のような折りたたみ線は、通常、上記底板、上記支
持板、または上記背面板の平面に配置されている。
【００３１】
　本発明は、本発明に係る平坦な型の製造方法を提供する。上記製造方法は、それぞれが
接続されている底板、支持板および背面板、ならびに支持部を１つの材料層から形成する
工程、および少なくとも１つの補強板を上記材料層から形成する工程とを包含する。上記
方法において、本発明に係る支持体を作製するための平坦な型を容易に得ることができる
。上記板の作製は、例えば、打ち抜き、スコーリング、切断および／または折りたたみに
よって実現される。
【００３２】
　さて、本発明は、以下の好ましい実施形態に基づいて説明される。なお、本発明は、以
下の実施形態に制限されるものではない。
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【００３３】
　図１ａ～図１ｄは、本発明の好ましい実施態様を示している。
【００３４】
　図２ａ～２ｂは、薄板である材料層について、折りたたみ線の利用を示している。
【００３５】
　図１は、平らな表面上に維持するための底板２、ならびに上記底板２に対して緩やかな
角度をつけて接合されている、例えば、本またはラップトップコンピュータを支えるため
の支持板３から構成されている、本発明に係る１つの折りたたみ可能な材料層から組み立
てられた支持体１を示している。上記支持板３の上に隣接している支持部４は、上記書類
の下側を支持するために配置されている。上記支持部４は、上記支持板に対して９０度未
満の角度の範囲にある。これによって、本またはラップトップコンピュータは、上記支持
体上に安定化される。上記支持板３と上記底板２とは背面板５によって、一緒に接続され
ている。これによって、必然的に、上記底板、上記支持板、および上記背面板はともに、
三角形の断面を有する管を形成する。上記支持体は、左右対称に配置され、かつ上記底板
２から打ち抜かれた補強板６によって強化されている。上記補強板６は、折りたたみ線７
によって底板２に可動的に接合されている。上記支持板８は、上記補強板６の側部６によ
って支持されている。一方、上記補強板６の反対の側部９は、上記背面板５における溝形
状のくぼみ１０に取り付けられている。三角形の断面を有する上記管は、上記くぼみ１０
の向かい側に位置する、隣接した２つの三角形の断面を有する管を看做してもよい。上記
補強板６は、矢印Ａと一致する、上記断面をする管の長軸方向と直交している。上記支持
板３の中央から折り曲げられた２つの補強つば１１は、上記背面板５における溝形状のく
ぼみ１２に取り付けられている。折り曲げられた上記補強つば１１は、上記支持体の上に
本が安定して配置できるように、例えば、本の背がはまる、開放された中央のくぼみ１３
を残す。中央の上記くぼみは、上記背面板５における第２のくぼみと一直線にならんでい
る。これによって、上記支持部４から中央の上記くぼみまでの高さよりも長い背を有する
本を、安定して置くことができる。
【００３６】
　材料の上位層の外側に形成されたかぎは、上記支持部４において溝形状のくぼみ１６と
ともに、上記支持板３と上記底板２との間における元に戻すことができる留め具を形成し
ている。上記留め具は、上記書見台を折りたたむための開け閉めが簡単である。また、ペ
ン置き台として使用することができる円形のペグ穴１７は、上記支持部に配置されている
。さらに、ペグ穴１７においたペンは、上記支持体１においた本のページが不要に繰られ
ることを防止することができる。多くのペグ穴１７は、支持板３と平行に延びており、か
つ支持板３によって辿られる表面から様々な距離にある、列に配置されているので、ペグ
穴１７におけるペンの位置によって、体裁および厚さが変わる本の不要なページ送りの防
止が適用される。上記補強板６および１１は、矢印Ａと一致する方向に上記支持体１の幅
の一面に対して左右対称に分けられている。これによって、上記支持体に加わる付加を、
最適に分配することができる。ここで、上記材料層には、厚紙または可塑性物のような比
較的に軽い材料を使用することができる。
【００３７】
　図１ｂは、上記底板２、上記支持板３、および上記背面板５によって、必然的に形成さ
れる三角形の断面を有する管の長軸方向から側面を見た、図１ａから同じ番号が付けられ
た上記支持体１を示している。この図面において、上記補強板６の側部８が上記支持板３
の内部をどのように支えているかが示されている。また、上記支持部４の一部２０が、上
記断面を有する管の内部に入り込んでいることが示されている。ここで、上記底板から形
成された上記補強板６は、上記断面を有する管に入り込んでいる上記支持部４の上記一部
２０に取り付けられている。本２１は、上記書類支持体１に配置されている。ここで、上
記支持板３および上記支持部４は、上記本を担持している。また、上記本２１の背２２が
、上記補強つば１１を折りたたむことによって上記支持板３に開けられた、上記くぼみ１
３（図１ａを参照すればよい）にどのように置かれているのかが分かる。
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【００３８】
　図１ｃは、図１ａおよび図１ｂに示されている書類支持体１を作製するための、同じ番
号が付けられている平坦な型３０を示している。破線は、折りたたみ線を決める、上記材
料層における軟化している箇所を示しいている。上記補強板６用の折りたたみ線７および
３１は、上記型の表面に対して垂直に折り曲げることができるので、十分にヒンジになる
。平坦な上記型３０は、上記補強板６および上記補強つば１１が上記材料層から打ち抜か
れた線を示している。さらに、取り付けのために、支持部４における開口部３３と一直線
に配置されている上記補強板６のかぎ状の端部３２が明確になっている。互いに短い距離
を置いて配置されている２つの折りたたみ線３４は、支持板３および背面板５との間にお
いて鋭角を形成する。背面板５と底板２の間における角を形成するためには、単一の折り
たたみ線３５があれば十分である。２つの折りたたみ線３７および３８に囲まれている仲
介板３６は、上記底板を上記支持板４に連結している。
【００３９】
　上記底板２に形成されている２重の折りたたみ線３９は、図１ａおよび図１ｂに示され
ているような上記書見台の折り重ねには、なんら作用を有していない。２重の上記折りた
たみ線３４および３９は、本質的に、長方形を有する上記型３０を等しく３つに分ける。
これによって、上記型３０を図１ｄに示されるような書類かばんに畳むことができる。
【００４０】
　図１ｄは、図１ｃに示されているような平坦な型３０を折りたたんだ、同じ番号が付け
られている書類かばん４０を示している。上記底板２に形成された２重の上記折りたたみ
線３９は、ここでは、上記書類かばん４０の第１の長い側面を形成する。支持板３および
上記背面板５との間におけるヒンジの継ぎ目を形成する、他の２重の上記折りたたみ線３
４は、上記書類かばん４０の反対側の長い側面を形成する。上記書類かばん４０の閉じた
構造において、２重の上記折りたたみ線３４および３９によって決められる、本質的に長
方形を有する３つの上記部分が、重ねられている。図１ａおよび図１ｂに示されているよ
うな上記保持体は、書類かばん４０としてコンパクトに持ち運ぶことができる。これによ
って、さらに、書類かばん４０は、書類を折り曲げることなく持ち運ぶのに適した空間を
提供する。さらに、このような書類かばんは、ラップトップコンピュータと一緒にバッグ
にいれて運ぶことが容易である。
【００４１】
　図２ａは、金属表面層５２によって両側が保護された可塑性物の層５１から形成した薄
板の形態における拡大した材料層５０を示している。上記材料層は、例えば、本質的にア
ルミニウムを材料とする表面層５２およびポリプロピレンからなる可塑性物層５１である
、ハイライト（Ｈｙｌｉｔｅ）という名前の市販の材料であってもよい。上記材料は、１
．８ｋｇ／ｍ２の平均密度を有している。しかし、ポリエチレンまたはＡＢＳ（アクリロ
ニトリル、ブタジエンおよびスチレンの共重合体）のような他の好適な可塑性物を、上記
可塑性物層として使用することが考えられる。また、他の材料が、上記表面層５２用の材
料として使用されてもよく、他の材料としては、特にステンレス鋼またはチタニウムのよ
うな金属または合金が挙げられる。上記材料層において、軟化区域５３は、まっすぐな折
りたたみ線に沿って、比較的に硬いアルミニウム層５２の選択的に除くことによってもた
らされている。上記軟化は、材料の種類に応じて、例えば、上記表面層のフライス削り、
研磨、切断、および／またはエッチングによって行われてもよい。ここでは、残っている
上記可塑性物層は、上記材料層５０の部分５４および５５の間にある、折りたたみ線５０
によって区切られているヒンジ接合を形成している。このような軟化区域５３は、図１ａ
、１ｂ、１ｃおよび１ｄにおいて示されているような支持体の折りたたみ線として利用さ
れてもよい。
【００４２】
　上記折りたたみ線５３における上記材料層の屈曲について、図２ｂに示されている。矢
印Ａによって示されているような、大きな可変角が、上記軟化によって形成された隣接す
る２つのヒンジのついたパネルの間において、利用できる。
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【００４３】
　本発明の多くの好ましい実施形態が、当該分野の専門家にとって想定されることは、明
らかである。
【図面の簡単な説明】
【００４４】
【図１ａ】本発明の好ましい実施態様を示している。
【図１ｂ】本発明の好ましい実施態様を示している。
【図１ｃ】本発明の好ましい実施態様を示している。
【図１ｄ】本発明の好ましい実施態様を示している。
【図２ａ】薄板である材料層について、折りたたみ線の利用を示している。
【図２ｂ】薄板である材料層について、折りたたみ線の利用を示している。

【図１ａ】 【図１ｂ】
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【図２ａ】

【図２ｂ】
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